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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、果実生育期の中で、すなわち1年の中でどのように変化したのか見てみます。
上の図は伊達市におけるモモ‘あかつき’の果実中のCsの濃度、下の図は福島市におけるモモ‘ゆうぞら’の果実中濃度を示しています。どちらも横軸が満開後日数を示しており、満開後0日は満開日、折れ線の終わりが収穫日を示します。いずれの場所、いずれの年も満開直後が最も高く、成長に伴い減少することがわかりました。詳しく見てみると、満開後60日までに大きく減少し、その後は収穫までほぼ一定でした。ちなみに伊達市の収穫果の濃度はこちらの図で100-200Bq/kgとなっておりますが、これらはDWでの値であり、FWに換算すると15-30Bq/kgと規制値である100Bq/kgを大幅に下回るため出荷に問題はありません。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に年が経つにつれて果実中のセシウム濃度がどのように変化したのか見てみます。
こちらの図は先ほどまで出ていた伊達市における果実中のCs濃度の変化について、2012年の結果を100％とした時の2013年、2014年の変化率を示したグラフです。
満開後15日を見てみると2013年で47.8％、2014年で22.3％と毎年約半分ずつの減少が見られました。満開後30日でも同様の傾向が見られました。
しかし、満開後60日を見てみると2013年は41.7％と約半分減少したものの、2014年は43.3％と2013年とほぼ変わらない結果となりました。この傾向は収穫期まで続きました。

モモは開花から満開後直後の果実成長を幹や根に蓄えた貯蔵養分を用い、成熟が進むにつれて根からの吸収する養分の割合が高くなることが知られています。
セシウムに関しても同様な由来元の変化が起きているのではないかと予想していますが、この件については今後も継続した調査が必要と考えます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回の様な倍、ほぼ規制値以下だったのでいいが、ぎりぎりの線だった場合。
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